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時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９７７（昭和�）年生まれ、北海道出身。北海道大学法

学部卒業、同大学院法学研究科博士課程単位取得退学。

博士（法学）。２０１０年に防衛研究所入所、ロシア科学ア

カデミー東洋学研究所客員研究員、防衛大学校国際関

係学科講師などを歴任。専門はロシア政治外交史。最

近の主な業績に『日ソ戦争史の研究』（日ソ戦争史研

究会編、勉誠出版、�年）、『世界史としての「大東亜

戦争」』（細谷雄一編、ＰＨＰ新書、�年）、「ロシアと

クリミアの歴史的位相――ロシア帝国への固執」（『国

際安全保障』第�巻第２号、�年９月）などがある。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の花田主任研究官

が今回のテーマをさらに深

掘りして解説し、防衛省職

員と突っ込んだ議論を行う

「防研セミナーブリーフィ

ング」が４月�日（金）午後

３時～４時まで、市ヶ谷の

Ｆ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

ク

リ

ミ

ア

の

戦

略

的

・

歴

史

的

な

重

要

性

　

２

０

２

２

年

２

月

�

日

に

開

始

さ

れ

た

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

（

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

）

は

、

西

側

諸

国

の

支

援

を

受

け

た

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

徹

底

抗

戦

に

よ

っ

て

激

し

い

戦

闘

が

展

開

さ

れ

、

現

在

も

な

お

予

断

を

許

さ

な

い

状

況

が

続

い

て

い

る

。

　

昨

年

６

月

に

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

よ

る

領

土

奪

還

を

目

指

し

た

反

転

攻

勢

が

開

始

さ

れ

、

同

国

の

東

部

南

部

の

４

州

で

本

格

的

な

攻

防

戦

に

突

入

し

た

も

の

の

、

こ

う

ち

ゃ

く

戦

況

は

膠

着

状

態

に

陥

っ

て

い

る

。

　

ゼ

レ

ン

ス

キ

ー

大

統

領

は

今

年

２

月

８

日

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

軍

の

ザ

ル

ジ

ニ

ー

総

司

令

官

を

解

任

し

て

シ

ル

ス

キ

ー

氏

を

後

任

に

任

命

し

、

戦

線

を

維

持

し

な

が

ら

ロ

シ

ア

軍

の

消

耗

を

狙

う

「

積

極

防

衛

」

戦

略

を

重

視

す

る

方

針

を

明

ら

か

に

し

た

。

　

こ

う

し

た

中

、

ロ

シ

ア

と

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

歴

史

的

関

係

に

つ

い

て

、

多

く

の

識

者

ら

が

そ

の

結

び

つ

き

の

深

さ

と

複

雑

さ

を

指

摘

す

る

一

方

、

ロ

シ

ア

と

ク

リ

ミ

ア

の

歴

史

的

関

係

に

つ

い

て

も

大

き

な

注

目

が

集

ま

っ

て

い

る

。

　

そ

の

背

景

に

は

、

２

０

１

４

年

３

月

の

ロ

シ

ア

に

よ

る

ク

リ

ミ

ア

併

合

後

、

ロ

シ

ア

の

連

邦

構

成

主

体

の

１

つ

と

し

て

実

効

支

配

さ

れ

て

き

た

と

い

う

既

成

事

実

に

加

え

、

ロ

シ

ア

と

ク

リ

ち

ゅ

う

た

い

ミ

ア

の

歴

史

的

紐

帯

を

超

え

た

「

ク

リ

ミ

ア

が

持

つ

戦

略

的

重

要

性

」

―

―

黒

海

艦

隊

の

基

地

が

あ

る

だ

け

で

な

く

、

ロ

シ

ア

に

よ

る

長

大

な

塹

壕

の

構

築

に

よ

っ

て

地

形

的

に

地

上

部

隊

の

進

軍

が

極

め

て

困

難

と

な

っ

た

こ

と

な

ど

―

―

が

広

く

認

識

さ

れ

る

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る

。

　

実

際

、

ロ

シ

ア

指

導

部

の

発

言

内

容

な

ど

に

も

そ

れ

が

顕

著

に

表

れ

て

い

る

。

昨

年

２

月

５

日

に

メ

ド

ベ

ー

ジ

ェ

フ

安

全

保

障

会

議

副

議

長

は

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

「

ク

リ

ミ

ア

を

攻

撃

す

る

こ

と

は

ロ

シ

ア

を

攻

撃

す

る

の

と

同

じ

で

あ

り

、

紛

争

の

エ

ス

カ

レ

ー

ト

を

意

味

す

る

」

と

発

信

し

た

。

　

こ

う

し

た

問

題

意

識

を

踏

ま

え

、

こ

こ

で

は

ロ

シ

ア

と

ク

リ

ミ

ア

の

歴

史

的

関

係

に

つ

い

て

、

ロ

シ

ア

の

安

全

保

障

上

の

歴

史

的

基

盤

が

形

成

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

�

世

紀

前

半

の

ロ

シ

ア

帝

国

に

焦

点

を

当

て

る

。

　

そ

し

て

、

ク

リ

ミ

ア

を

含

め

た

「

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

（

新

ロ

シ

ア

）

」

で

の

支

配

の

確

立

が

、

オ

ス

マ

ン

帝

国

や

西

欧

諸

国

と

か

く

ち

く

の

角

逐

の

中

、

黒

海

北

岸

地

域

の

発

展

と

安

定

に

重

要

な

役

割

を

果

た

し

た

こ

と

を

紹

介

す

る

。

併

せ

て

、

プ

ー

チ

ン

政

権

が

こ

う

し

た

往

時

の

ロ

シ

ア

帝

国

に

固

執

し

て

い

る

可

能

性

が

あ

る

こ

と

も

指

摘

す

る

。

　

な

お

、

筆

者

は

ロ

シ

ア

帝

国

史

の

観

点

か

ら

の

内

在

的

理

解

を

目

的

に

分

析

し

て

い

る

が

、

理

解

す

る

こ

と

と

容

認

す

る

こ

と

は

明

確

に

区

別

し

て

お

り

、

今

般

の

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

を

正

当

化

す

る

も

の

で

は

な

い

。

ロ

シ

ア

帝

国

で

の

「

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

」

　

黒

海

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

は

�

世

紀

後

半

か

ら

�

世

紀

に

か

け

て

、

諸

帝

国

の

政

治

的

思

惑

が

交

錯

す

る

中

で

大

き

く

展

開

し

た

。

　

１

７

７

４

年

７

月

に

オ

ス

マ

ン

帝

国

と

の

間

で

キ

ュ

チ

ュ

ク

・

カ

イ

ナ

ル

ジ

条

約

が

締

結

さ

れ

る

と

、

黒

海

に

お

け

る

ロ

シ

ア

商

船

の

自

由

航

行

権

が

承

認

さ

れ

、

ロ

シ

ア

帝

国

は

�

年

４

月

に

ジ

ョ

チ

・

ウ

ル

ス

の

後

継

国

家

の

一

つ

で

あ

る

ク

リ

ミ

ア

・

ハ

ン

国

を

併

合

し

た

。

　

１

８

０

２

年

�

月

に

は

ロ

シ

ア

帝

国

領

の

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

が

成

立

し

、

▽

エ

カ

テ

リ

ノ

ス

ラ

ブ

県

▽

ヘ

ル

ソ

ン

県

▽

タ

ヴ

リ

ダ

県

―

―

と

で

構

成

さ

れ

た

。

　

こ

れ

は

、

現

在

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

東

部

南

部

の

４

州

と

ク

リ

ミ

ア

自

治

共

和

国

に

加

え

て

、

ド

ニ

プ

ロ

ペ

ト

ロ

フ

ス

ク

州

、

ミ

コ

ラ

イ

ウ

州

、

オ

デ

ー

サ

州

な

ど

と

重

な

る

広

大

な

領

域

で

あ

っ

た

。

　

当

時

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

は

独

立

国

家

が

存

在

せ

ず

、

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

の

ほ

か

、

北

部

・

中

央

部

・

西

部

を

中

心

と

し

た

ロ

シ

ア

帝

国

領

の

「

マ

ロ

ロ

シ

ア

（

小

ロ

シ

ア

）

」

と

ハ

プ

ス

ブ

ル

ク

帝

国

領

の

東

ガ

リ

ツ

ィ

ア

に

分

か

れ

て

い

た

。

　

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

は

ロ

シ

ア

帝

国

南

部

の

海

洋

安

全

保

障

の

重

要

拠

点

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ

、

黒

海

艦

隊

の

強

化

と

セ

ヴ

ァ

ス

ト

ー

ポ

リ

の

軍

港

化

・

要

塞

化

が

進

め

ら

れ

た

。

ま

た

、

オ

デ

ッ

サ

（

オ

デ

ー

サ

）

と

ヤ

ル

タ

を

中

心

と

し

た

港

湾

イ

ン

フ

ラ

の

建

設

は

、

西

欧

諸

国

と

の

自

由

貿

易

事

業

を

発

展

さ

せ

る

た

め

の

要

諦

と

な

っ

た

。

　

�

世

紀

前

半

を

通

じ

て

、

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

は

小

麦

や

ラ

イ

麦

な

ど

の

穀

倉

生

産

地

か

つ

穀

物

輸

出

地

と

な

り

、

オ

デ

ッ

サ

は

ロ

シ

ア

帝

国

内

の

ロ

シ

ア

系

・

ギ

リ

シ

ア

系

・

ユ

ダ

ヤ

系

商

人

ら

が

集

う

商

業

都

市

と

し

て

飛

躍

的

な

繁

栄

を

見

せ

た

。

　

他

方

、

１

８

５

３

年

�

月

に

開

戦

し

た

「

ク

リ

ミ

ア

戦

争

」

は

、

ま

さ

に

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

を

舞

台

に

し

た

攻

防

戦

で

あ

り

、

セ

ヴ

ァ

ス

ト

ー

ポ

リ

要

塞

で

の

３

４

９

日

間

に

及

ん

だ

死

闘

は

、

ロ

シ

ア

と

ク

リ

ミ

ア

の

歴

史

的

関

係

に

大

き

な

痕

跡

を

残

す

こ

と

に

な

っ

た

。

　

ク

リ

ミ

ア

は

、

１

９

１

７

年

の

ロ

シ

ア

革

命

後

の

ロ

シ

ア

内

戦

や

第

２

次

世

界

大

戦

期

の

独

ソ

戦

（

大

祖

国

戦

争

）

の

激

戦

地

と

し

て

も

知

ら

れ

て

い

る

。

再

び

懸

念

さ

れ

る

「

ク

リ

ミ

ア

戦

争

」

　

１

９

５

４

年

２

月

に

ペ

レ

ヤ

ス

ラ

フ

協

定

の

締

結

３

０

０

周

年

を

記

念

し

て

ク

リ

ミ

ア

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

共

和

国

に

移

管

さ

れ

、

１

９

９

１

年

の

ソ

連

解

体

後

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

領

に

な

っ

た

も

の

の

、

ロ

シ

ア

系

住

民

の

多

さ

や

黒

海

艦

隊

の

駐

留

を

含

め

て

ロ

シ

ア

と

の

関

係

は

継

続

し

て

い

た

。

　

ロ

シ

ア

に

よ

る

ク

リ

ミ

ア

併

合

後

の

２

０

１

４

年

５

月

に

親

ロ

シ

ア

派

の

分

離

・

独

立

運

動

に

よ

っ

て

結

成

さ

れ

た

「

ノ

ヴ

ォ

ロ

シ

ア

人

民

共

和

国

連

邦

」

は

、

ロ

シ

ア

帝

国

へ

の

固

執

を

ま

さ

に

言

い

表

し

て

い

る

。

　

ゼ

レ

ン

ス

キ

ー

大

統

領

は

、

ロ

シ

ア

に

よ

る

ク

リ

ミ

ア

占

領

に

終

止

符

を

打

つ

こ

と

を

宣

言

し

、

昨

年

９

月

６

日

に

レ

ズ

ニ

コ

フ

国

防

相

を

解

任

し

て

ウ

メ

ロ

フ

氏

を

後

任

に

任

命

し

た

。

　

彼

は

ソ

連

時

代

に

中

央

ア

ジ

ア

の

「

ウ

ズ

ベ

ク

共

和

国

」

に

強

制

移

住

さ

せ

ら

れ

た

ク

リ

ミ

ア

・

タ

タ

ー

ル

人

の

子

孫

で

あ

り

、

ク

リ

ミ

ア

・

タ

タ

ー

ル

民

族

会

議

（

メ

ジ

リ

ス

）

の

副

議

長

を

務

め

て

い

る

。

ゼ

レ

ン

ス

キ

ー

政

権

に

お

け

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

と

ク

リ

ミ

ア

の

歴

史

的

関

係

を

象

徴

す

る

人

物

で

あ

る

と

い

え

る

。

　

今

般

の

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

は

「

力

に

よ

る

一

方

的

な

現

状

変

更

」

を

試

み

た

も

の

で

、

法

の

支

配

に

基

づ

く

国

際

秩

序

の

根

幹

を

揺

る

が

す

も

の

で

あ

る

。

　

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

が

「

ク

リ

ミ

ア

戦

争

」

へ

と

本

格

的

に

展

開

す

る

か

否

か

、

ク

リ

ミ

ア

を

め

ぐ

る

攻

防

戦

が

戦

争

終

結

の

糸

口

に

な

る

か

否

か

に

つ

い

て

、

引

き

続

き

注

視

す

る

必

要

が

あ

る

。


